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固定資産の取得（新マルチプラント建設）に関するお知らせ 

当社は、2020 年 5 月 14日開催の取締役会において、下記のとおり、千葉工場内に４系
列目となる新マルチプラント（CMⅣプラント）を建設することを決議いたしましたので、
お知らせいたします。 

記 

１．新マルチプラント（CMⅣプラント）建設の理由 
当社は、マルチプラント（ＣＭ系列）における医薬中間体、メタロセン触媒、電子
材料関連製品等の受託合成事業を成長事業と位置づけており、それらの需要拡大に伴
い、これまで順次、千葉工場内にＣＭⅠ、ＣＭⅡ、ＣＭⅢと増強して参りました。現
状、既存のマルチプラントは全ての系列でフル稼働の状態が続いております。 
受託合成事業は、近年、旺盛な新規引合いを受けており、近い将来、現状の生産能
力では不足することが予想されております。また、予てから開発に注力してきた次世
代製品と位置付けているウレタン関連製品を生産する受け皿が必要な状況となってき
ております。 
当社は、今後ますます需要が拡大していくと見込まれる医薬中間体及びメタロセン
触媒、電子材料関連製品等の受託合成事業、ならびにウレタン関連製品の生産に対応
するため、新マルチプラント（CMⅣプラント）を建設するものです。 
CMⅣプラントでは、数トン～１００トン規模の製品の生産をターゲットとして、 
１０㎥を主体とした反応釜を１０基揃え、禁水、禁酸素条件にも対応できる設備を整
備いたします。当社が得意としている、工程数が多く、複雑で合成難易度の高い化合
物も効率的に生産できるプラントとして、更なる高付加価値製品の受託合成案件を獲
得し、事業拡大を図ってまいります。 



２．取得資産の内容 
(1) 対象資産の名称 CM IV プラント 
(2) 所在地 千葉県袖ケ浦市北袖 25 番地 
(3) 投資額 約８６億円 
(4) 資金調達方法 自己資金及び借入金 
(5) 建屋概要 鉄骨 ALC ７階層 

延床面積   4,700 ㎡ 

３．取得の日程 
(1) 取締役会決議日 2020 年 5月 14 日 
(2) 稼働開始時期 2022 年 9月（予定） 

４．今後の見通し 
本件が 2021 年３月期の業績に与える影響は軽微であります。 

以 上 


